	ヒブ（Ｈｉｂ）
◆ヒブ（Hib）とは、インフルエンザ菌ｂ型のことで、口や鼻などから吸いこむことで感染し
ます。毎年、冬に流行するインフルエンザのウイルスと名前がにていますが、全く別もの
です。
◆ヒブ（Hib）に感染すると肺炎、細菌性髄膜炎、菌血症、喉頭蓋炎などになってしまいます。
◆ヒブ（Hib）ワクチンを接種することで、体の中にヒブ（Hib）への抵抗力（免疫）ができ
　ます。
◆免疫をつけることで、まわりの人たちに広がるのをふせぐことができます。
◆このワクチンは、生後2ヶ月になってから接種を始めます。

□対象者：生後2ヶ月～5歳未満	
□標準的な接種年齢・回数・間隔
	標準的な接種年齢
	回数
	間隔

	生後2～7ヶ月未満
	初回接種3回
	27日以上の間隔をおいて続けて接種

	初回接種終了後7～13ヶ月
	追加接種1回
	初回接種終了後、7ヶ月以上の間隔をおくこと


注）接種回数は、接種開始月齢により異なります。また、接種スケジュールが守られなかっ
　　た場合、接種回数が変更となります。
※初回接種開始年齢が、7～12ヶ月未満は、初回接種2回、追加接種1回の接種で終了
　※初回接種開始年齢が、12ヶ月～5歳未満は、１回の接種で終了


【　定期予防接種の種類等　】

	小児肺炎球菌
◆子どもの多くは鼻やのどに肺炎球菌をもっています。体が弱ったりしたときに、肺炎、細
　　菌性髄膜炎や菌血症などをひきおこします。
　◆子どもに重い病気をおこしやすい、13種類の肺炎球菌の感染を防ぐのが、小児の肺炎球菌
ワクチンです。
　◆肺炎球菌ワクチンを接種することで、体のなかに肺炎球菌への抵抗力（免疫）ができます。
　◆このワクチンは、生後2ヶ月になってから接種を始めます。

□対象者：生後2ヶ月～5歳未満
　□標準的な接種年齢・回数・間隔
	標準的な接種年齢
	回数
	間隔

	生後2～7ヶ月未満
	初回接種3回
	27日以上の間隔をおいて続けて接種

	生後12～15ヶ月
	追加接種1回
	初回接種終了後、60日以上の間隔をおいて、1歳以降に接種


注）接種回数は、接種開始月齢により異なります。また、接種スケジュールが守られなかっ
　　た場合、接種回数が変更となります。
※初回接種開始年齢が、7～12ヶ月未満は、初回接種2回、追加接種1回の接種で終了
※初回接種開始年齢が、12～24ヶ月未満は、60日以上の間隔で2回の接種で終了
※初回接種開始年齢が、24ヶ月以上は、1回の接種で終了



	Ｂ型肝炎
　◆Ｂ型肝炎は、Ｂ型肝炎ウイルスの感染によりおこる肝臓の病気です。
　◆Ｂ型肝炎ウイルスへの感染は、一過性の感染で終わる場合と、そのまま感染している状態が
　　続いてしまう場合（この状態をキャリアといいます）があります。キャリアになると慢性肝
　　炎になることがあり、そのうち一部の人では肝硬変や肝がんなど命に関わる病気を引きおこ
すこともあります。
　◆Ｂ型肝炎ワクチンを接種することで、体の中にＢ型肝炎ウイルスへの抵抗力（免疫）はでき
ます。
　◆免疫ができることで、一過性の肝炎を予防できるだけでなく、キャリアになることを予防で
　　き、まわりの人への感染も防ぐことができます。
　◆このワクチンは、生後2ヶ月になってから接種を始めます。

□対象者：1歳未満
　□標準的な接種年齢・回数・間隔
	標準的な接種年齢
	回数
	間隔

	生後2～9ヶ月
	3回
	2回目の接種は、1回目の接種から27日以上の間隔をおくこと
3回目は、1回目の接種から139日（20週）以上の間隔をおくこと


注）ＨＢs抗原陽性のお母さんから生まれたお子さんのＢ型肝炎予防接種は、保険診療とな
りますので、定期予防接種の対象ではありません。
　注）家族内感染等の感染リスクが高いお子さんで、医学的に必要と判断され、出生後早期に
　　　Ｂ型肝炎ワクチンを接種した場合は定期予防接種として扱います。


　
	ＢＣＧ
◆ＢＣＧワクチンは、抵抗力（免疫）の弱い赤ちゃんが結核を発症したり、重い症状の結核に
　　なることを防ぐために接種します。
　◆ＢＣＧワクチンを接種することで、体のなかに結核菌への抵抗力（免疫）ができます。
　◆ＢＣＧワクチンは、二の腕の外側の真ん中あたりに2ヵ所、スタンプを押すように接種しま
す。
　◆このワクチンは、1歳になるまでに接種することになっています。

　□対象者：1歳未満
□標準的な接種年齢・回数　　　　　　注）接種前に家族など身近な人からうつった可能性
	標準的な接種年齢
	回数

	生後5～8ヶ月
	1回


　　　がある場合は、感染していないことが確認され
　　　　た場合にのみ接種ができます。
　　　　







	四種混合（ＤＰＴ-ＩＰＶ）
　◆ジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオ（急性灰白髄炎）の4種類の病気をひとつのワクチ
ン（四種混合ワクチン※ポリオ：不活化ポリオワクチン）で行う予防接種です。
　◆ジフテリアは、口やのどに細菌がついて高熱、のどの痛みなどの症状で始まり、体中に広が
ると命にかかわることもある病気です。
　◆百日せきは、せきが長く続くことが特徴の病気ですが、小さいお子さんがかかると命にかか
わることもあります。
　◆破傷風は、土の中にいる菌が傷口から入って始まり、病気が進むと体中の筋肉がかたくなっ
てしまいます。重くなると息ができなくなり、命にかかわることもあります。
　◆ポリオは、便を通じて感染する病気で、手や足が動かせなくなり、場合によっては一生続く
ことがあります。
　◆四種混合ワクチンを接種することで、体の中にジフテリア・百日せき・破傷風・ポリオへの
抵抗力（免疫）ができます。
　◆これらはうつりやすい病気で、免疫をつけることで、まわりの人たちに広がるのを防ぐこと
ができます。（破傷風を除きます）
　◆このワクチンは、生後3ヶ月になってから接種を始めます。

□対象者：3ヶ月～7歳6ヶ月未満
　□標準的な接種年齢・回数・間隔
	標準的な接種年齢
	回数
	間隔

	生後3ヶ月～1歳未満
	1期初回接種3回
	20～56日までの間隔で続けて接種

	1期初回接種（3回）終了後、1歳～1歳6ヶ月まで
	1期追加接種1回
	1期初回接種（3回）終了後、6ヶ月以上の間隔をおくこと


　注）接種開始時のワクチンで最後まで接種をしてください。



	二種混合（ＤＴ）
　◆ジフテリア・破傷風の2種類の病気の予防接種です。
　◆乳幼児期に受けている三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）または四種混合（ジフ
　　テリア・百日せき・破傷風・ポリオ）予防接種でつけた免疫に対して追加で接種するもの
　　であり、より確実な免疫獲得のために行う予防接種です。

□対象者：11歳～13歳未満
　□標準的な接種年齢・回数　　　　　注）三種混合または四種混合を接種してからの追加
	標準的な接種年齢
	回数

	小学校6年生
	1回


接種となりますので、確実に免疫をつけるため
には、決められたとおりに接種を受けることが
大切です。






	ＭＲ（麻しん風しん混合）
　◆麻しん（Ｍ）・風しん（Ｒ）は、それぞれのウイルスを口や鼻などから吸い込むことで感染
する病気です。うつりやすい病気で、一人がかかると、家族やまわりの人たちに広がって
しまうこともあります。
　◆麻しん（はしか）にかかると、熱やせき、鼻水が出たり、湿疹ができたりします。中には
　　重くなると命にかかわることもあります。
　◆風しんにかかると熱が出たり、湿疹ができたりします。
　◆ＭＲワクチンを接種することで、体の中に麻しん・風しんへの抵抗力（免疫）ができます。
◆このワクチンは、1歳になってからと、小学校入学前1年間に接種します。

□対象者：【第1期】生後12～24ヶ月　　【第2期】　5～7歳未満
□標準的な接種年齢・回数
	標準的な接種年齢
	回数

	【第1期】1歳～1歳3ヶ月
	1回

	【第2期】小学校入学前の1年間
	1回


注）妊娠中に麻しんにかかると、流産や早産などの問題をおこすことがあります。
注）妊娠中に風しんにかかると、赤ちゃんに感染し、耳が聞こえにくい、目が見えにくい、
生まれつき心臓に病気がある、発達がゆっくりしているなど「先天性風しん症候群」に
かかってしまうことがあります。


　　
	水痘（みずぼうそう）
◆水痘は、ウイルスにふれたり、ウイルスを口や鼻などから吸い込んだりすることで感染する
病気です。うつりやすい病気で、一人がかかると、家族やまわりの人たちに広がってしまう
こともあります。
◆水痘にかかると、熱が出たり、水疱ができたりします。中には重くなると命にかかわること
もあります。
◆水痘ワクチンを接種することで、体の中に水痘への抵抗力（免疫）ができます。
◆水痘ワクチンを1回接種すれば、水痘にかかることはあるものの重症になることはほとんど
なくなり、2回接種すれば、水痘にかかることもほとんどなくなるといわれています。
◆このワクチンは、1歳になってから接種し始めます。

□対象者：生後12～36ヶ月未満
□標準的な接種年齢・回数・間隔
	標準的な接種年齢
	回数
	間隔

	【1回目】12～15ヶ月
	1回
	1回目接種終了後、必ず、3ヶ月以上の間隔をおくこと

	【2回目】1回目の接種終了後、6～12ヶ月
	1回
	







	日本脳炎
◆日本脳炎は、蚊によって運ばれるウイルスが原因の病気です。多くの場合、症状はでませ
　んが、まれに脳炎になることがあります。脳炎になると、けいれんが出るなど重症になり、
2～4割の人が亡くなってしまうといわれています。
◆日本脳炎ワクチンを接種することで、体の中に日本脳炎への抵抗力（免疫）ができます。
　◆このワクチンは、一般には3歳になってから接種を始めます。

□対象者：【第1期初回】生後6ヶ月～7歳6ヶ月未満
【第1期追加】生後6ヶ月～7歳6ヶ月未満
　　 【第2期】　　9歳～13歳未満
□標準的な接種年齢・回数・間隔
	標準的な接種年齢
	回数
	間隔

	【第1期初回】3～4歳未満
	2回
	6～28日までの間隔で続けて接種

	【第1期追加】4～5歳未満
	1回
	第1期初回接種（2回）終了後、6ヶ月以上、
標準的には、おおむね1年の間隔をおくこと

	【第2期】9～10歳未満
	1回
	第1期追加接種後、おおむね5年以上の間隔
をおくこと


　注）平成7年4月2日～平成19年4月1日生まれで20歳未満の方は、定期予防接種と
して接種可能（希望者は、お問い合せください。）



	子宮頸がん
◆子宮頸がんは、子宮の入り口（頸部）にできるがんで、日本では年間約2,000人が子宮頸
がんで亡くなっています。20歳後半～40歳前後での発症が多いです。
◆子宮頸がんのほとんどは、ヒトパピローマウイルスというウイルスの感染が原因となって
発症することが解明されています。このウイルスは、主に性交渉で感染し、女性の約8割
が一度は感染するといわれています。
◆感染しても大部分は自然に排除されますが、中には5～10年以上を経過して、がんが発症
する場合もあります。
※子宮頸がんワクチンについては、現在、積極的な接種勧奨はしておりません。
□対象者：小学校6年生～高校1年生相当年齢の女子
□標準的な接種年齢・回数・間隔
	標準的な接種年齢
	回数
	間隔

	13歳
（中学1年生）
	3回
	2価
	1ヶ月以上の間隔をおいて2回接種後、1回目の接種から
5ヶ月以上かつ2回目から2ヶ月半以上で3回目を接種

	
	
	4価
	1ヶ月以上の間隔をおいて2回接種後、2回目の接種から
3ヶ月以上で3回目を接種







